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令和４年度特別養護老人ホームふくしあ事業実績報告書  

 

第１ 総括 

令和４年度は、ご利用者の多様化と複雑化したニーズに対応することと、人

権を尊重した生活環境が保たれるように、個人を尊重したユニットケアに基づ

き個人が有する保持・能力が発揮されて、日常生活の食事・入浴・排泄・健康

保持を支援しての自立援助及び生活全般の介護サービスを進めました。  

また、施設運営においては、特にふくしあの立地条件下の過疎地での施設人

材確保と定着は、大変に厳しい状況となり充足された職員配置とはできないこ

とから、止むを得ず７月１日には３ユニットの３０名へ定員減員とした運営と

なりました。  

なお、令和４年度中も各所でクラスターが発生した新型コロナウイルス感染

症対策では、近隣の感染状況を踏まえてリスク軽減を図った各行事の企画・運

営を行い、ご利用者に楽しみと潤いが持てるよう施設生活環境の提供に努めま

した。  

特に、施設営繕においては、住環境の空調設備（エアコン）の経年劣化によ

る故障が顕著であり、多額の修理費が計上されました。また、物価高の日本経

済により、電気料金等の大幅な増額では多額の費用負担となり、経営が圧迫化

されて、一層に大きな赤字の運営となりました。このことから大乗会の高齢施

設のあり方・見直しを早急に図ることを推進しました。  

つきましては、令和４年度の主要な実績項目は次のとおりです。  

１．新型コロナウイルス感染症対策は、日常からご利用者の健康管理の徹底を

図り、ご家族、職員のご協力とご理解を受けた感染予防を講じました。 

２．ご利用者一人ひとりの価値観や生活習慣・プライバシーに配慮した、人権

を尊重した個別ケアの実践を推進しました。 

３．ご利用者が毎日安全・安心して生活ができるように、職員のリスクマネジ

メント意識の向上を図った介護に努めました。 

４．ご利用者の希望や意志を尊重した、自分らしく自立した生活が送れるよう

に、介護サービスを提供しました。 

５．ご利用者自身による選択を尊重すると共に、ご家族の意向も汲んだ適切な

ケアプランを作成し、一人ひとりの心身に見合った介護サービスを提供し

ました。 

６．職員は、介護技術の向上に励むと共に、オンライン研修会等の参加により

総合的な資質の向上に努めました。 

７．厳しい３０名定員の経営状況を踏まえて、各種コストの節約と節減に努め

ると共に、建物・設備の修繕について適切に保全修理を行いました。 

８．職員は、人権を擁護する立場から法令や法人の諸規定を遵守すると共に、

コンプライアンス意識の向上に努めました。 

９．ふくしあの運営は、職員の人員配置が充足されないことから、令和４年７

月１日において止む無く定員３０名へ減員を行い、法人高齢者事業の見直

しを図ることでは、大乗会と南富良野町が協議を行う改革推進協議会を設

置しました。 

10．地域に密着した施設作りでは、新型コロナウイルス感染症のため、開放的

な地域住民との交流は出来なく、多様な方法で情報を発信しました。 
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11．多様な人材確保を活用することでは、外国人の活用を検討しましたが、金

山地区での生活・対応と職員対応上では活用はできませんでした。 

   なお、法人で就労している特定技能者等の活用については、職員へ情報

の発信に努めました。 

 

第２ ふ く し あ 入 所 者 の 状 況  

令和５年３月３１日 

１．要介護度別状況と費用負担分類                

要介護度  男性  女性  計  構成比  第１段階 第 ２ 段 階 第 ３ 段 階 第 ４ 段 階 計  

要介護１  ０  １  １  3.6% ０  ０  １  ０  １  

要介護２  ０  １  １  3.6% ０  ０  １  ０  １  

要介護３  ０  １  １  3.6% ０  ０  ０  １  １  

要介護４  ３  １２  １５  53.6% １  ５  ７  ２  １５  

要介護５  ２  ８  １０  35.7% ０  １  ７  ２  １０  

合 計  ５  ２３  ２８  100.0% １  ６  １６  ５  ２８  

 

２．保険者(出身地)の状況        ３．在所期間の状況    

市 町 村  男性  女性  計  

 

期   間  計  

富 良 野 市  １  １０  １１  ６ヶ月未満  ３  

南富良野町  ４   ７  １１  ６ヶ月以上１年未満  ４  

上富良野町   ０   ０   ０  １年以上２年未満  １  

中富良野町   ０   ０   ０  ２年以上３年未満  ４  

占 冠 村  ０   ４    ４  ３年以上４年未満  ４  

旭 川 市  ０   １   １  ４年以上５年未満  ２  

そ の 他   ０   １   １  ５年以上  １０  

合  計   ５  ２３  ２８  合    計  ２８  

     

 

４．年齢別構成                         

年 齢 階 層 男性  女性  計  構成比  備    考  

６５～６９歳  ０  ０  ０  0.0% 平均年齢…８９歳３ヵ月  

 

最高年齢…男性：９３歳１０ヵ月  

      女性：１０３歳３ヵ月  

         

最若年齢…男性：８１歳３ヵ月  

      女性：７２歳１１ヵ月  

７０～７４歳  ０   １   １  3.6% 

７５～７９歳  ０   ３   ３  10.7% 

８０～８４歳  １  ２  ３  10.7% 

８５～８９歳   １  ４  ５  17.9% 

９０～９４歳  ３    ４  ７  25.0% 

９５歳以上  ０  ９  ９  32.1% 

合  計  ５  ２３  ２８  100.0% 

５．身体状況                   

区    分  男性  女性  計  構 成 比  

自立歩行  １  ０  １  ３．６% 
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歩行器歩行  ０  １  １  ３．６% 

手引き歩行  ０  １  １  ３．６% 

車椅子自走  １  １  ２  ７．１% 

車椅子他動  ３  ２０  ２３  ８２．１% 

合    計  ５  ２３  ２８  １００．０％  

 

６．月別入所･退所者の状況            ７．短期入所利用者の状況  

区  分  入 所 者  退 所 者   短期入所利用者  

男性  女性  男性  女性   男性  女性  利用日数  

 ４月    １  １      

５月    ２  ２      

６月    １  １      

７月   ３  １  １    ２  ２１  

８月    １        

９月  １    １      

１０月  １        

１１月   １       

１２月  １        

１月  １    １      

２月     １      

３月          

計  ２  ８  ６  ８    ２  ２１  

合計  ８  １４   合計  ２１  

 

８．入所前の状況           ９．退所後の状況  

区     分  人員   区     分  人員  

家 庭  ２  家 庭   

養護老人ホーム   養護老人ホーム   

経費老人ホーム   経費老人ホーム   

認知症高齢者グループホーム   認知症高齢者グループホーム   

その他の社会福祉施設  ２  その他の社会福祉施設   

介護老人保健施設  ２  介護老人保健施設   

病院･診療所  ２  病院･診療所  ６  

  死 亡  ８  

合      計  ８  合      計  １４  

 

第３ 運営組織と職員研修  

１．組織体制（令和５年３月３１日）                           

区 分  施設長  総  務  課  介  護  課  医  務  課  嘱  託  医  合  計  

男 性    １  ７（５）   ９    １（１） １８（６）     

女 性   ７（７）  １０（１）  ３   ２０（８）  

合 計    １  １４（１２） １９（１）  ３  １（１） ３８（１４） 

※ うち（ ）は嘱託、臨時職員、パート職員  



- 4 - 

２．職員研修  

（１）関係機関の開催する各種研修会に次のとおり参加しました。  

研 修 実 施 機 関 参  加  職  員  延  人  員  

老人福祉施設協議会  施設長、介護員    ４人  

北海道社会福祉協議会  介護員    １人  

その他の団体（オンライン） 施設長、介護員、看護師、事務員   １６人  

 

（２）法人・ふくしあ主催による各種研修会は次のとおり実施しました。  

研    修  名  開 催 回 数  延 人 員  

施設内学習会等  １２回  １２０名（全職員対象）  

法人・施設学習会  ４回  ２２名（全職員対象）  

人事考課者研修  ２回  １２名（役職者・職員対象） 

 

第４ 事業概要及び実績 

事 業 提 供 事  業  の  内  容 

 

 

 

 

 

介

護 

課 

・ 

医

務

課 

日常生活

支援・介

護 

・ご利用者の有する能力を生かして、寝たままの食事・入浴・排

泄はしない・させないための介護計画に基づき、日中活動支援

や軽運動、レクリエーション行事等を実施し、日中生活動作の

維持向上に努めました。 

食事の提

供 

・食事時間は、朝食８時、昼食 12 時、夕食 18 時を基本として、

ご利用者の生活習慣や体調及び病状に応じた食事時間と場所に

配慮した食事提供を行いました。 

・ご利用者のアセスメントに基づき本人に適した食事形態を提供

するとともに、栄養所要量に基づいた食事量を基本として、利

用者の状態により補助食品を活用し栄養補給を行いました。 

・食事摂取量が少なく経口摂取が困難になってきたご利用者には、

低栄養の予防と改善のため、状態に応じた個別メニューと高カ

ロリー栄養補助食品等の併用を行いました。 

また、全職種が協力・協働して安全に配慮しながら、経口摂取

に取り組みました。 

・「食」に関する諸行事（おやつ作り・餅つき・グルメ食事会等）

の開催は適宜実施し、ご利用者同士の交流が促進されるように

取り組みました。  

・行事等では、調理をユニットで行うと共に、ご利用者自らが調

理・配膳等に携わり、職員と協働による料理・調理を通して楽

しみが持てる食事の提供に努めました。  

・特に、開設記念日、夏祭り、翁花祭、クリスマス会、年末・年

始、ひな祭りについては、特別食として多彩なメニューにより

ご利用者へ提供をしました。  
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事 業 提 供  事  業  の  内  容  

 

 

 

 

 

 

 

 

介 

 

 

 

護 

 

 

 

課 

 

 

・ 

 

 

医 

 

 

 

務 

 

 

 

課 

 

 

入浴支援 ・桜湯・薔薇湯・ラベンダー湯・ミカン湯等の提供により、季節

を感じることができる入浴支援を実施しました。  

・日帰り温泉旅行は新型コロナウイルスの感染症拡大のため自粛

しましたが、大浴場での入浴を計画するなど、入浴を通して楽

しみと潤いある生活の充実に努めました。  

・各ユニットでのヒバ浴槽では、ゆとりある入浴ができるように

ひとり浴（家庭浴）介助のための職員の技術研修を行い、安全

に入浴支援ができるように努めました。また、新規入浴機器の

シャワー浴槽の導入により、ご利用者の状態に応じた入浴介護

を実践しました。 

排泄支援 ・下剤に頼らない自然排便を促すケアに引き続き取り組みました。 

・トイレに行けず紙オムツに排泄をしていた新規入所者に対して

もトイレで排泄ができるよう支援し、紙オムツから布パンツへ、

またより小さなパッドへ移行できるように介護計画に基づき進

めました。  

・ご利用者の尊厳や羞恥心への配慮を行うと共に、トイレ介助の

ための技術研修を行い、安全な排泄介助に努めました。  

行事・レ

クリエー

ション等 

・湖水祭りやお祭りなどの地域行事は感染症拡大につき中止とな

りましたが、感染状況に合わせて花見やドライブ等の外出は実

施することができました。また、施設内での行事とレクリエー

ションを実施し、ご利用者を中心とした施設内生活で楽しめる

余暇活動に努めました。  

・夏祭り、翁花祭、クリスマス会、新年会、節分等の季節を大切

にした全体行事は感染症の予防の観点から、ご家族等の参加を

見送った開催として、ご利用者同士のふれあいや交流会として

開催しました。  

・旅行や外食、買い物、ドライブなどの施設外活動も、感染症拡

大に伴い、施設内でご利用者のニーズに応じたサービスの提供

を進めました。  

利用者の

健康管理

等 

・嘱託医の定期診察及び適時のバイタル測定、体温は１日３回の

検温を実施することで、ご利用者の健康状態の把握と嘱託医の

指示の下で病状に応じて専門機関への受診・治療を行いました。 

・毎日の水分摂取量と排泄状況をチェックし、脱水の予防と排泄

パターンの把握に努め、適切な排泄方法や手段を検討の上、個

別ケアに取り組みました。  

・新型コロナウイルスワクチン接種とインフルエンザワクチン接

種や、看護師による個人用防護具（ppe）の基礎知識の勉強会を

適宜開催し感染予防対策に努めました。  

・感染症（ノロウイルス・新型コロナウイルス等）が発生しない

よう、食事前のアルコールによる手指消毒、マスクの着用、通

院後の全更衣、各ユニットに噴霧器を準備し居室・ホールの加

湿や清掃・消毒に努め、職員への予防・対策の研修会を実施す

るとともに、部署間の連携を持って感染症対策を進めました。  
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家族等と

の交流 

・夏まつり・翁花祭はご家族等とは、感染症予防の観点から接触

を控えた施設内のみでの開催とし、ブログや家族への手紙等で

情報を提供しました。  

・家族会行事の環境美化事業は、感染症対策を講じてご利用者と

の交流を控えた内容で実施をしました。  

・ご家族等の面会は新型コロナの感染状況を見極めた上で、ベラ

ンダ、ガラス・窓越しとオンラインを活用した面会を実施しま

した。また、担当者から定期的に手紙を発行して近況の様子と

活動状況の情報提供に努めました。  

ターミナ

ルケア 

・ターミナル期にあるご利用者やご家族等に対し、嘱託医を交え

た面談のうえ、ご利用者に配慮した看取り支援をご家族ととも

に取り組みました。また、令和４年度は８名のご利用者の看取

りを行いました。  

事 業 提 供  事  業  の  内  容  

 

 

介 

 

 

 

護 

 

 

 

課 

 

・ 

 

医 

 

 

務 

 

 

課  

介護支援

計画によ

る支援 

・ご利用者の生活習慣や心身の状況等を踏まえたケアプランを策

定の上、適時ケースカンファレンスを実施し生活の質の向上に

努めました。  

防災対策 ・避難訓練を年３回実施し、通報訓練も同時に行い防災対策に努

めました。  

・災害発生時における食料の備蓄やその他物品の充足を図りまし

た。また、災害時を想定した非常食の提供訓練を行いました。  

・インバーター発電機３台を使用しての災害訓練を実施しました。 

地域との

交流 

・地元の小中学校との交流や社会学習の体験場としての施設活用

については、新型コロナの蔓延・感染予防対策の上から参加と

訪問受け入れは、控えました。  

利用契約 ・入所に際しては、ご家族等（契約者）に対し施設サービスの提

供内容や利用料などについて説明の上、利用契約締結を行いま

した。  

・苦情受付担当者等を配置し、サービス内容の苦情等に対応する

体制で対応しました。令和４年度は特に苦情の受付はありませ

んでした。  

研修事業 ・関係団体等が開催する研修会はオンラインを中心に参加しまし

た。看護師による定期的な施設内学習会及びトランス勉強会を

開催し、専門知識と介護技術の向上に努めました。  

・その他の研修については、感染症拡大につき一部の参加となり、

施設内での資質向上に努めました。  

会議・委

員会の開

催 

・定例職員会議、食事サービス会議をはじめ役職者会議、ユニッ

ト会議、ケース会議、感染対策委員会、安全対策・虐待対策委

員会等を定期に開催し、職員の連携・資質向上と個別ケアの充

実等に努めました。  

・食事・排泄・入浴等の各種委員会を開催し、統一したケア業務

の遂行と個別援助の取り組みを推進しました。  
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総 

 

 

 

務 

 

 

 

課 

施設運営 ・利用者５０名定員に伴う職員配置基準が満たされない状況から

止むを得ず令和４年７月１日をもって利用定員を５０名から３

０名へ減員・変更を行いました。  

・法人は、特別養護老人ホームの経営を抜本的に見直すために南

富良野大乗会高齢者事業改革推進協議会を設置し、早急な見直

しを図ることにしました。  

財務管理 ・介護請求システム及び会計・給与管理システムによる効率的に

事務処理を推進しました。  

・経費の節約に努めると共に、効率的な物品の購入や各事業経費

の節減を図り計画的に予算執行を進めました。  

・介護処遇改善費、特定処遇改善費及びベースアップ加算を適切  

に取得し職員の処遇向上に努めました。  

設備整備 ・２０２２年度の公益財団法人 JKA の福祉車両整備補助金の交付

を受けて、福祉車両の整備配置を完了しました。また、配車１

６年を経過した福祉車両 1 台は、廃車手続きを完了しました。  

職員の健

康管理 

・職員の定期健康診断及び生活習慣病予防検診を実施するととも

に、新型コロナウイルス感染予防研修会の開催と職員会議等で

の基本的な感染要対策の手洗い・手指消毒についての周知徹底

を図り、職員自らの健康管理に対する意識の向上に努めました。

特に、法人・全事業所の新型コロナウイルス対策委員会及び、

施設内感染症対策委員会を随時開催し、職員の感染予防意識の

向上を促進しました。  

交通安全

の推進  

・職員会議での交通安全運転・飲酒運転等の禁止の注意喚起を図

る共に、セーフティラリーに参加することで交通安全に対する

意識の向上に努めました。  

広報関係 定期的に広報誌を発行するとともに、ホームページ用に広報誌も

掲載しました。 

 また、施設行事等の様子を随時ブログで開示を行いました。 

 

第５ 年間事業実績  

   令和４年度の年間事業実績は別紙１のとおりです。 


